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Web ふるさと子ども市場 
― 農業問題や電子商取引についての理解を深めよう ― 

 

小学校 3年生から 6年生・総合的学習 
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企画概要 

 ふるさと子ども市場は，総合的な学習で栽培した農産物や特産品を，全国の学校とインターネットを使い電子取引

をする。 

 
 

１．はじめに 

本校は広島県の中山間地の位置していて，町の人口は約3000 人である。兼業農家がほとんどだ。他地域に働きに出るも

のが多く，農業従事者人数も減り，地域は過疎化の傾向にある。子どもたちは一番身近である農業に関心が低く，また，

機械化が進んだことにより，家庭が農業をしていても手伝いで農作業をする子は少ない。こういった過疎の課題を持つ町

では，経済効率が悪く商売が成り立たないので店の数も少ない。そんな中で，子どもたちの中には，自分で買物をする経

験が少ない子どもも多く，農業に対する関心もうすい。 

インターネットサービスにおいても同様で，十分なサービスが受けられず，地域ボランティア団体がインターネットの

利用を促しても，ネットワークの広がりは鈍い。 

そこで，農業への関心を高め，子どもたちが，この地域で生きていくことへの展望を持ってもらいたいと願い，ふるさ

と子ども市場を企画した。 

 

２．企画の目的 
総合的な学習や栽培活動で同じような取り組みをしている学校どうしが，農産物を作る過程での工夫や苦労，収穫した

農産物をホームページで紹介しあう中で，農業や食生活に対する理解と関心を高めたい。ホームページ上の市場作りを通

して，自分たちの栽培した農産物を，交流相手校と電子マネーを用いて交換する電子商取引の仕組みやルールを考え，今

後ますます利用されることが予測される電子商取引について理解を深めたい。また，多くの人の考えや，意見を聞く中で，

異なった意見や立場を大切にしながら，問題解決する力を育てたい。さらに，この取り組みを地域のボランティアと共に

考えたり，紹介したりする中で，中山間地域におけるインターネット利用の有効性を検証し，利用の活性化を図りたい。 

 

３．学習の展開 
3.1 総合的な学習での農産物栽培 

 今年度，総合的な学習で，農産物を栽培し農業や食に関する学習をすることにした。グループごとに計画を立て栽培を

始めた。そば，アメリカのピーナッツ，さとうきびなどいろんな種類の作物を植えた。 

3.2 ふるさと子ども市場の開設 

ホームページ上の市場で，ルールや取引方法を考えるため，次のような事前学習をした。 

（1） 青果市場に行き実際に競のようすを見学。 

（2） インターネットを使って商品を販売しているサイトを見ての学習。 

（3） 実際に畑で収穫した野菜を使い，枝豆 1莢の価値を基準にした通貨「エダー」を使い校内で競の体験をおこな

った。 

このような学習を基に，子どもたちがホームページ上の市場の取引方法を考え，地域の方の協力を得て，CGI を使った

Web ふるさと子ども市場を開設した。 

3.3 ふるさと子ども市場を使った農産物の交換 

 ８グループの参加で，10 月 15 日から 11 月 16 日の期間，市場を開催した。 

開催までには，各グループの紹介を書いたり，ふるさと子ども銀行へ口座の開設をしたりして準備をした。 

子どもたちは，グループごとに商品のアピール文を考えたり，落札者にはおまけをつけるなどの販売方法で工夫をした

りと興味を持って出品することができた。（図 1）入札についても，始めはやり方がわからず不安がる子もいたが，希望商

品に，他のグループが入札をしてくると，競ったり，入札時期を工夫したりして楽しんで市場に参加していた。 
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出品された商品は，青森のりんご，宮城の三陸ワカメなど（図 2）のように 18 件で，このうち 12 件が実際に取引され

た。インターネット上でやり取りするより，実際に商品が届くと交流しているということが実感でき，関心が高まってい

った。 

 

3.4 発展学習 

 4 年生，社会科「寒い地方のくらし」で，青森県と広島県の気候ちがいを知るという目的で，テレビ会議を使い交流学

習をした。また，県内の学校とは，スキー教室をいっしょに行い，交流を深めた。 

 

４．成果と課題 
ふるさと子ども市場終了後，参加した子どもたちと教職員にアンケートをとった。 

子どもたちは，23 名が回答してくれた。そのうちの 90 パーセントが楽しかったと答えた。その理由として「買ってく

れた人が，おいしかったと言ってくれたのがうれしかった。」「林檎やワカメなどは，どこの名産地かがわかったことがな

ぜか楽しかった。」「毎日，商品が売れているかを，見るのがおもしろかった。」「商品がくるのがたのしみだった。」などで，

楽しくなかった理由は，「自分の出品した商品が売れなかったから。」というものだった。 

今後交流してみたいところとして，沖縄，九州，北海道が多く，中には外国の学校と取引してみたいというものもあっ

た。また，その他の感想として，「もっと，友だちの様子や顔がわかると深く関わられたと思う。」「パソコンのやり方も少

しわかった。」というのもあった。 

教職員からは，「子どもは意欲的に取り組むことができ，開催期間や時期も適当だった。」「社会科で，ほかの地域のくら

しに目をむけたり，物流のしくみを学んだりするのに役だった。」「指導者の連携と事前の打ち合わせをもっとしっかりや

っておく必要がある。」という意見が出された。 

子どもたちは，農産物の生産活動から，インターネットを使った販売・購入，料理まで体験することで，農業や食生活

に対する理解と関心を高めたようだ。また，自分の住んでいる所と気候などが違う地方に興味を持つことができ，社会科

などの学習につなげることができた。パソコンの操作がにがてだった子も，ふれる機会が多くなったこともありスキルア

ップにもなった。 

電子商取引についての理解は，自己評価になるが 60 パーセントの子どもがわかったと答えた。ホームページ上の市場作

りにおいて，電子商取引の仕組みやルールを主体的に考えた子どもは，電子商取引について理解を深め，問題解決する力

をつけることができた。 

このたびの企画は，年度途中からのスタートということもあり，参加校がたいへん少なくなった。また，教職員の事前

打ち合わせが十分にできず盛り上がりにかけた。情報の交流や指導計画など，詳しい打ち合わせをどのようにしていくか

課題である。 

また，中山間地域におけるインターネット利用の活性化を図り，地域のネットワークを教育に活かすため，今回の取り

組みを地域に紹介した。農産物の交換については興味を示したものの，インターネットやパソコンの操作が壁になり，地

域ネットワークを拡大することができなかった。今後，地域で生きるための情報教育のあり方を模索していきたい。 

 

 

図 1 商品を出品する 図 2 出品と入札の画面 


